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なのである。それでも、フィルムの走行ノイズ

に違和感が生じただけで、（今回の場合は、全

番組で上映が滞りなく行われたとはいえ）勇気

を持って映写中止の判断がなされることもある

とされており、観客はそうした事態の可能性を

理解し納得した上で、3日間の全上映および講

演会等に参加できるチケットを前もって購入す

ることになる。上映番組は、映画祭初日朝の

記者会見時に初めて発表され、また、発表さ

れた映画が主催者の判断で上映中止になって

も払い戻しは行われない。

　現存する最良のナイトレート・プリントが、必

ずしも原産国のアーカイブから提供されるとは

限らないのも、NPSの特長の一つである。例え

ば、オーストリアからやってきた『アレクサンド

ル・ネフスキー』は、60年代にウィーンのソビエ

ト大使館から当地の映画博物館に寄贈されて

後、数えるほどしか上映されてこなかったビン

テージ・プリントであるし、典型的なハリウッド

ミュージカル『錨を上げて』は、英国のBFIナシ

ョナル・アーカイブから運ばれたものである。

　そうした中でとりわけ感動的だったのは『白

い恐怖』であろうか。これは2000年のFIAFロ

ンドン会議で「最
ザ・ラ ス ト

後のナイトレート・ピクチャー・

ショー」と銘打って上映されたプリント群の一つ

であり、筆者としては、今回、映画後半の舞台

にもなったロチェスターという特権的な場所で、

17年ぶりに再見してその美しさにほぼ変化がな

いことを確認することになった。プリントはアメ

リカ国内・議会図書館からの出品で、上映前に

挨拶したカルペパー・キャンパスのナイトレー

ト・フィルム保存庫長ジョージ・ウィルマンは「今

日の上映が実現できたのは、16mmに縮写して

残せばよいという当時の議会図書館の決定に

従わず、この35mmプリントを隠して保管した映

画放送録音物部の担当者ポール・スピアさん

のおかげです」と発言して観客を感動させた。

　なお、記念講演会は、筆者の演題My Life 

With Nitrateとオーストリア映画博物館長ア

レックス・ホルヴァートの演題My Life Without 

Nitrateが、一対をなす形で行われた。
（フィルムセンター参事）

註
1 ポルデノーネ無声映画祭の創設者の一人で、セルズニック映画保

存スクール（GEMの講座）を開講したことでも知られる。著書に
Burning Passions: An Introduction to the Study of Silent Cinema

（BFI, 1994）などがある。

言葉）に出会い、戦後6年目の占領下に作られ

た小津芸術の偉大さに圧倒されていた。他に

――上映順で長篇のみ記せば――ケーリー・

グラント主演の喜劇『独身者と女学生』（アー

ヴィング・ライス監督、1947年）、ジーン・ケリ

ーがジェリー・マウスと“共演”することでも知

られる『錨を上げて』（ジョージ・シドニー監督、

1945年）、クロード・レインズ、ネルソン・エデ

ィらが出演するミュージカル仕立ての『オペラ

の怪人』（アーサー・ルービン監督、1943年）、

エイゼンシュテインの『アレクサンドル・ネフス

キー』（1938年）、ジュールス・ダッシン監督、リ

チャード・ウィドマーク主演の『街の野獣』（1950

年）、ヒッチコックの『白い恐怖』（1945年）など

が連続上映された（上映番組の詳細はURL参

照https://eastman.org/nitrate-picture-show）。

　主催者GEMの映像部長パオロ・ケルキ・ウ

ザイ1、映画祭責任者のジャレッド・ケースは

共々に、このイベントが、上映と関連教育プロ

グラムを併せて、一年がかりの準備を要する

ものであることを強調していたが、実際に彼ら

の仕事ぶりは驚くべきものであった。これは、

いかなる意味でも通常の上映会などでは決し

てなく、各国アーカイブが宝物のように守って

きた“ユニーク・プリント”に擦

傷・破損・切断といったダメ

ージを与えないと同時に、映

写スタッフと観客の安全を完

全に保障するため、前もって

可燃物たるナイトレート・フィ

ルムの安全輸送に万全を期

し（国ごとに異なる関連法規

の調査・遵守や輸送業者との

綿密な交渉・調整を含む）、

上映の何か月も前に当該フィ

ルムを冬のロチェスターに運

び、専門技術者がフィルムの

縮率測定（1％以上縮んだプ

リントは原則的に上映しない）

や齣単位の検査を行うといっ

た徹底ぶりに加え、防火シャ

ッター付き専用映写機の保守

整備、映写技師の複数配備

なども完全に実現した上での

きわめて例外的な上映事業

　5月5日から7日にかけての三日間、米東海

岸を代表する老舗の映画保存機関ジョージ・

イーストマン・ミュージアム（GEM）で、第3回

ナイトレート・ピクチャー・ショー（NPS）という

小さな映画祭が開催された。フィルムセンタ

ーは出品要請と講演依頼を受け、筆者がこれ

に参加した。以下はその報告である。

　直前に第73回FIAF会議が行われたロサンゼ

ルスの昼中の気温は30℃近く、GEMのあるニ

ューヨーク州ロチェスターのそれは10℃以下で、

両者続けての参加はまさに夏から冬へ逆戻り

といった感さえあるが、後者の“安定した”低温

環境こそは、今日ではほぼ上映する事がない、

あるいは実質上映写を禁止されているナイトレ

ート・フィルム――この場合はニトロセルロー

ス（硝酸繊維素）製支持体から成る可燃性の

35mmオリジナルフィルムプリント――を、上

映するために欠かせない要素の一つでもある。

　今回3回目となるNPSの全10番組で初日夜

のオープニング・ガラを飾ったのは、日本からの

初参加ともなった『麦秋』（1951年、124分）であ

った。映写は最後まで安全に行われ、観客の

すべてが「水彩画のように美しいプリント」（フィ

ンランド国立視聴覚協会アンティ・アラネンの

「第3回ナイトレート・ピクチャー・ショー」報告

ナイトレート・フィルムを上映するというフィルムアーカイブの禁じ手、
あるいは、世界でもっとも特殊で高度に文化的な映画上映の試み
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▲第3回ナイトレート・ピクチャー・ショーの概要


